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董其昌の禅と宋明理学の構造―意の諸相の分析を中心にして（松宮貴之）

董
其
昌
の
禅
と
宋
明
理
学
の
構
造

　
　

意
の
諸
相
の
分
析
を
中
心
に
し
て

松
宮
　
貴
之

は
じ
め
に

董
其
昌
の
書
論
に
就
い
て
の
研
究
論
文
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
⑴
。
た
だ
し
、
董
の
時
代
思
想
の
反
映
と
し
て
、
書
画
論
を

解
析
し
た
も
の
は
、
そ
う
多
く
な
い
。

例
え
ば
、
董
其
昌
に
於
け
る
「
性
」「
禅
」「
情
」「
意
」「
煩
悩
」「
気
」「
執
着
」
等
が
如
何
に
思
惟
さ
れ
、
理
論
武
装

化
さ
れ
て
、
実
作
に
表
出
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
理
想
と
現
実
の
狭
間
を
見
ん
と
し
た
も
の
は
、
少
な
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
先
に
結
論
を
ひ
と
つ
述
べ
れ
ば
、
董
に
と
っ
て
、
仏
性
回
帰
と
感
情
肯
定
（
執
着
）
の
二
律
背
反
の
相
克
が
、
芸

術
家
と
し
て
の
原
動
力
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
書
画
論
『
画
禅
室
随
筆
』
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
そ
れ
ら
に
「
禅
」
の
反
映
を
観
ん
と
す
る
考
察
は
、
昭
和
の
京

都
学
派
、
具
体
的
に
は
神
田
喜
一
郎
、
中
田
勇
次
郎
ら
に
よ
っ
て
、
早
く
に
先
鞭
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
⑵
、
本
稿
は
、
そ

れ
に
系
統
す
る
研
究
で
も
あ
る
。

例
え
ば
董
其
昌
の
制
作
し
た
法
帖
、『
戯
鴻
堂
帖
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
書
人
を
時
代
順
に
列
挙
す
る
と
、

晋　

王
羲
之　

王
献
之　

謝
安　

桓
温　

王
操
之　

顧
愷
之　

楊
羲
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宋　
　

謝
荘

陳　
　

智
永

唐　
　

唐
太
宗　

唐
明
皇　

欧
陽
詢　

虞
世
南　

褚
遂
良　

陸
柬
之　

薛
稷　

懐
仁　

裴
輝
卿　

鍾
紹
京

　
　
　

孫
過
庭　

胡
英　

李
邕　

徐
浩　

顔
真
卿　

柳
公
権　

張
旭　

懐
素　

髙
閑

五
代　

楊
凝
式

宋　
　

蔡
襄　

蘇
軾　

黄
庭
堅　

米
芾　

薛
紹
彭　

李
公
麟　

呉
傅
朋　

朱
熹

元　
　

趙
子
昂　

鮮
于
枢

と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
古
典
観
の
構
造
を
い
く
つ
か
思
想
的
に
体
系
付
け
た
い
の
で
あ
る
。

禅
と
意
に
つ
い
て

さ
て
、
先
ず
『
画
禅
室
随
筆
』
巻
一
に
、

大
慧
禅
師
論
参
禅
云
「
譬
如
有
人
、
具
万
万
貲
。
吾
皆
籍
没
尽
、
更
与
索
債
」。
此
語
殊
類
書
家
関
捩
子
。
米
元
章
云

「
如
撐
急
水
灘
船
、
用
尽
気
力
、
不
離
故
処
」。

蓋
書
家
妙
在
能
合
、
神
在
能
離
。
所
欲
離
者
、
非
欧
虞
褚
薛
諸
名
家
伎
倆
、
直
欲
脱
去
右
軍
老
子
習
気
、
所
以
難
耳
。

那
叱
析
骨
還
父
、
析
肉
還
母
、
若
別
無
骨
肉
、
説
甚
虚
空
粉
砕
、
始
露
全
身
。
晋
唐
以
後
、
惟
楊
凝
式
解
此
竅
耳
。
趙

呉
興
未
夢
見
在
。

余
此
語
、
悟
之
、
楞
厳
八
選
義
。「
明
還
日
月
、
暗
還
虚
空
」。
不
汝
還
者
、
非
汝
而
誰
。
然
余
解
此
意
、
筆
不
与
意
随

也
。
甲
寅
二
月
。
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（
大
意
）

　

大
慧
禅
師
が
参
禅
を
論
じ
て
い
う
「
た
と
え
ば
あ
る
人
が
巨
万
の
富
を
貯
え
て
い
る
と
し
て
、
私
が
そ
れ
を
す
っ
か

り
没
収
し
尽
く
し
て
、
さ
ら
負
債
を
と
り
た
て
る
よ
う
な
も
の
だ
」
と
。
こ
の
語
は
書
の
要
訣
に
類
し
て
い
る
。
米
元

章
が
い
う
「（
書
を
学
ぶ
の
は
）
急
流
に
船
を
漕
ぐ
よ
う
な
も
の
で
、
気
力
を
尽
く
し
て
も
、
も
と
の
場
所
を
離
れ
て
い

な
い
よ
う
な
も
の
だ
」
と
。

　

思
う
に
、
書
家
の
妙
は
、
よ
く
会
す
る
こ
と
に
あ
り
、
精
神
は
、
よ
く
離
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
離
れ
よ
う
と
す
る
と

こ
ろ
は
、
欧
陽
詢
、
虞
世
南
、
褚
遂
良
、
薛
稷
諸
名
家
の
技
量
で
は
な
く
、
直
ち
に
王
羲
之
の
習
気
を
脱
却
し
よ
う
と

す
る
が
、
難
し
い
。
那
叱
太
子
は
、
骨
を
析さ

い
て
父
に
還
し
、
肉
を
析
い
て
母
に
還
し
た
。
も
し
骨
肉
が
な
け
れ
ば
、

な
ぜ
虚
空
に
粉
砕
し
、
は
じ
め
て
全
身
を
露
す
こ
と
を
説
く
だ
ろ
う
か
。
晋
・
唐
以
後
、
た
だ
楊
凝
式
だ
け
が
、
こ
の

急
所
を
理
解
し
て
い
る
。
趙
孟
頫
な
ど
は
、
夢
に
さ
え
見
な
い
だ
ろ
う
。

　

私
は
こ
の
語
を
こ
れ
を
『
首
楞
厳
経
』
の
八
還
の
義
か
ら
悟
っ
た
。「
明
は
日
月
に
還
し
、
暗
は
虚
空
に
還
す
」
汝

に
還
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、
汝
で
な
く
て
誰
で
あ
ろ
う
か
。
さ
れ
ど
私
は
こ
の
意
を
解
し
て
い
る
が
、
筆
が

こ
の
意
に
と
も
な
わ
な
い
。
甲
寅
（
万
暦
四
二
年
・
一
六
一
四
）
二
月

と
あ
る
が
、
こ
の
章
句
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
尽
」
と
「
還
」
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
詳
細
な
分
析
か
ら
始
め
た
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
神
田
喜
一
郎
は
、
先
ず
冒
頭
か
ら
「
趙
呉
興
未
夢
見
在
」
ま
で
と
、
そ
の
後
文
と
の
二
段
に
分
け
、

後
文
は
前
部
の
補
足
と
す
る
⑶
。

そ
し
て
前
部
を
三
段
に
分
け
、
後
文
を
一
段
と
し
て
、
全
体
を
四
段
に
分
け
て
解
析
す
る
。

そ
の
第
一
段
は
「
大
慧
禅
師
論
参
禅
云
」
か
ら
「
不
離
故
処
」
ま
で
で
、
二
節
に
分
け
ら
れ
る
。「
関
捩
子
」
ま
で
の
第

一
節
は
、
要
す
る
に
、
何
で
も
他
人
の
も
っ
て
い
る
価
値
あ
る
も
の
は
徹
底
し
て
根
こ
そ
ぎ
自
ら
取
り
尽
く
す
。
そ
の
取
り
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尽
く
し
た
上
に
更
に
取
っ
て
か
か
る
。
こ
の
心
掛
け
が
参
禅
の
要
所
で
あ
り
、
書
家
も
然
り
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
貪
欲

す
ぎ
る
精
神
が
、
後
に
触
れ
る
が
、
董
其
昌
の
悪
徳
に
繋
が
る
よ
う
に
も
思
う
。

ま
た
こ
の
大
慧
の
言
葉
は
、『
語
録
』
を
は
じ
め
『
大
慧
書
』『
大
慧
武
庫
』
に
も
見
え
な
い
よ
う
で
あ
り
、
出
処
不
明

な
の
で
、
大
慧
に
仮
託
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
但
し
、
禅
の
公
案
で
は
、
己
の
持
つ
も
の
を
空
っ
ぽ
に
す
る
話
は
、
散
見

す
る
。

二
節
目
の
「
如
撐
急
水
灘
船
、
用
尽
気
力
、
不
離
故
処
」
も
米
芾
の
言
で
は
な
い
よ
う
で
、
恐
ら
く
仮
託
だ
ろ
う
。
禅

と
米
芾
を
結
び
付
け
ん
と
す
る
傾
向
は
、
董
其
昌
に
は
度
々
見
ら
れ
る
事
象
で
あ
る
。

神
田
に
よ
れ
ば
、
こ
の
意
味
は
、
書
を
学
ぶ
に
は
、
急
流
に
船
を
撐さ

す
が
ご
と
き
も
の
で
、
い
く
ら
気
力
を
尽
く
し
て

も
な
か
な
か
進
ま
ず
、
も
と
の
場
所
に
じ
っ
と
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
先
の
大
慧
の
言
葉
と
の
関
係
性
か
ら
言
え

ば
、
大
慧
は
根
こ
そ
ぎ
学
び
尽
く
す
こ
と
を
喩
え
、
米
芾
は
そ
の
遡
行
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
と
二
律
背
反

を
唱
え
、
そ
の
解
決
が
書
の
難
し
い
と
こ
ろ
と
言
っ
て
、
第
二
段
に
続
く
。
こ
の
二
律
の
相
克
も
董
其
昌
の
創
作
の
原
動
力

に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

第
二
段
は
、「
蓋
書
家
妙
在
能
合
」
か
ら
「
所
以
難
耳
」
ま
で
。
つ
ま
り
書
の
旨
味
は
、
古
人
を
学
ん
で
そ
れ
と
よ
く
一

致
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
書
の
本
当
に
す
ぐ
れ
た
も
の
は
、
そ
こ
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
欧
陽
詢
、
虞
世

南
、
褚
遂
良
、
薛
稷
だ
と
か
の
技
量
だ
け
で
な
く
、
王
羲
之
の
習
気
さ
え
離
れ
る
こ
と
だ
と
す
る
。

次
は
第
三
段
。
こ
の
那
叱
の
故
事
は
、『
五
灯
会
元
』
巻
二
の
終
南
山
圭
峰
宗
密
禅
師
の
条
に
附
さ
れ
る
「
西
天
東
土
応

化
聖
賢
」
が
出
典
で
、
那
叱
太
子
は
肉
を
母
に
還
し
、
骨
を
父
に
還
し
た
後
、
自
分
の
本
身
を
現
し
大
神
力
を
運
ら
し
、
父

母
の
為
に
説
法
し
た
と
あ
り
、
要
す
る
に
、
前
段
の
神
を
よ
く
離
れ
る
こ
と
を
説
明
し
た
も
の
で
、
還
す
べ
き
骨
や
肉
が
な

け
れ
ば
、
現
身
説
法
な
ど
で
き
な
い
。
そ
の
換
骨
奪
胎
が
分
か
っ
て
い
た
の
は
、
楊
凝
式
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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那
叱
太
子
の
話
は
、「
那
叱
太
子
、
肉
を
析
い
て
母
に
還
し
、
骨
を
析
い
て
父
に
還
す
。
然
る
後
、
本
身
を
現
し
、
大
神

力
を
運
ら
し
て
、
父
母
の
為
に
説
法
す
」
と
い
う
公
案
だ
が
、
血
肉
を
父
母
に
還
す
、
つ
ま
り
存
在
す
る
以
前
の
自
己
に
返

る
こ
と
で
、
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
「
父
母
未
生
以
前
の
本
来
の
面
目
」
と
い
う
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
四
段
で
は
纏
め
と
し
て
、『
首
楞
厳
経
』
第
二
を
持
ち
出
す
。
こ
こ
に
当
該
部
分
を
引
用
す
る
と
⑷
、

仏
告
阿
難
、
且
汝
見
我
見
精
明
元
。
此
見
雖
非
妙
精
明
心
。
如
第
二
月
非
是
月
影
。
汝
応
諦
聴
、
今
当
示
汝
無
所
還

地
。
阿
難
、
此
大
講
堂
、
洞
開
東
方
。
日
輪
昇
天
、
則
有
明
耀
。
中
夜
黒
月
、
雲
霧
晦
暝
、
則
復
昏
暗
。
戸
牖
之
隙
、

則
復
見
通
。
牆
宇
之
間
、
則
復
観
擁
。
分
別
之
処
、
則
復
見
縁
。
頑
虚
之
中
遍
是
空
性
。
欝
莖
之
象
則
紆
昏
塵
。
澄
霽

歛
歛
氛
、
又
観
清
浄
。
阿
難
、
汝
咸
看
此
諸
変
化
相
。
吾
今
各
還
本
所
因
処
。
云
何
本
因
。
阿
難
、
此
諸
変
化
明
還
日

輪
。
何
以
故
。
無
日
不
明
、
明
因
属
日
。
是
故
還
日
、
暗
還
黒
月
。
通
還
戸
牖
、
擁
還
牆
宇
。
縁
還
分
別
、
頑
虚
還

空
。
欝
莖
還
塵
、
清
明
還
霽
。
則
諸
世
間
一
切
所
有
、
不
出
斯
類
。
汝
見
八
種
見
精
明
性
、
当
欲
誰
還
。
何
以
故
、
若

還
於
明
則
不
明
時
、
無
復
見
暗
。
雖
明
暗
等
種
種
差
別
、
見
無
差
別
。
諸
可
還
者
、
自
然
非
汝
。
不
汝
還
者
、
非
汝
而

誰
。
則
知
汝
心
本
妙
明
浄
。
汝
自
迷
悶
、
喪
本
受
輪
。
於
生
死
中
、
常
被
漂
溺
。
是
故
如
來
名
可
憐
愍
。
阿
難
言
、
我

雖
識
此
見
性
無
還
。
云
何
得
知
是
我
真
性
。

と
あ
る
。

た
と
え
ば
日
光
を
見
て
、
心
内
に
「
明
る
い
」
と
い
う
意
識
が
生
じ
る
。
日
光
を
見
な
け
れ
ば
明
る
い
・
暗
い
と
い
う
意

識
も
消
え
る
。
よ
っ
て
、「
明
る
い
」
と
い
う
意
識
は
、
そ
の
原
因
を
外
の
世
界
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ

の
心
は
そ
の
よ
う
な
も
の
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ど
う
し
て
も
外
に
原
因
を
見
い
だ
せ
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ

は
見
る
と
い
う
働
き
・
本
性
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
本
来
自
己
に
具
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
分
別
の
け

が
れ
の
な
い
清
浄
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
わ
り
に
気
づ
き
、
迷
い
か
ら
覚
め
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
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こ
の
純
粋
な
自
分
の
心
こ
そ
が
す
な
わ
ち
如
来
蔵
・
仏
性
で
あ
り
、
禅
が
求
め
る
本
当
の
自
分
、「
本
分
の
田
地
」「
本

来
の
面
目
」
で
あ
る
と
も
解
釈
で
き
る
。

つ
ま
り
、
董
其
昌
は
、
そ
の
意
を
理
解
し
て
い
た
が
、
筆
が
そ
の
仏
性
の
意
に
ま
で
は
随
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

更
に
、
董
の
『
容
台
集
』
に
、

米
元
章
書
沈
着
痛
快
、
直
奪
晋
人
之
神
。
少
壮
未
能
立
家
、
一
一
規
模
古
帖
。
及
銭
穆
父
訶
其
刻
画
太
甚
、
当
以
勢
為

主
乃
大
悟
、
脱
尽
本
家
筆
、
自
出
机
軼
。
如
禅
家
悟
、
後
析
肉
還
母
析
骨
還
父
、
呵
仏
罵
祖
面
目
非
故
。
雖
蘇
黄
相

見
、
不
無
気
慴
。
晩
年
自
言
無
一
点
右
軍
俗
気
、
良
有
以
也
。

（
大
意
）

米
芾
の
書
は
、
沈
着
痛
快
で
、
晋
人
の
精
神
を
自
分
の
も
の
に
し
て
い
る
。
少
壮
で
あ
っ
て
、
ま
だ
一
家
を
な
し
て
い

な
い
こ
ろ
、
一
々
、
古
帖
を
臨
模
ば
が
り
し
て
い
た
。
銭せ

ん

勰き
ょ
うが
、
米
の
書
の
あ
ま
り
に
筆
画
の
技
巧
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ

て
い
た
の
で
、
筆
勢
を
主
と
す
べ
き
で
あ
る
と
忠
告
し
た
の
で
、
米
は
お
お
い
に
悟
っ
て
、
本
来
の
も
ち
ま
え
の
筆
か

ら
脱
尽
し
て
、
自
ら
機
軸
を
出
し
た
。
そ
れ
は
、
禅
家
の
悟
り
の
よ
う
な
も
の
で
、
那
叱
太
子
の
、
肉
を
析
い
て
母
に

還
し
、
骨
を
析
い
て
父
に
還
す
、
ま
た
仏
を
呵
り
、
祖
を
罵
り
（『
碧
巌
録
』
の
語
）、
面
目
が
一
新
す
る
と
い
う
の
と
同

様
で
あ
る
。
蘇
東
坡
や
黄
山
谷
も
、
米
に
逢
っ
た
ら
、
お
じ
け
が
つ
か
な
い
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
晩
年
、
一
点
の
右
軍

の
俗
気
も
な
い
と
言
っ
て
い
た
の
は
、
ま
っ
た
く
も
っ
と
も
で
あ
る
。

と
董
其
昌
は
、
米
芾
の
書
を
評
し
て
、
そ
の
中
に
禅
家
の
無
物
無
我
、
妙
悟
の
境
を
見
い
だ
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
董
其
昌
は
、「
平
淡
天
真
」
を
唱
え
た
米
芾
に
、
禅
の
悟
境
を
投
影
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
画
禅
室
随
筆
』
で
、

白
香
山
深
于
禅
理
、
以
無
心
道
人
、
作
此
有
情
痴
語
。
幾
所
謂
木
人
見
花
鳥
者
耶
。
山
谷
為
小
詞
、
而
秀
鉄
訶
之
。
謂
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不
止
落
驢
胎
馬
腹
則
慧
業
綺
語
、
猶
当
懺
悔
耳
。
余
書
此
歌
、
用
米
襄
陽
楷
法
、
兼
撥
鐙
、
意
欲
与
艶
詞
相
称
、
乃
安

得
大
珠
小
珠
落
研
池
也
。

（
大
意
）

白
居
易
は
、
禅
理
に
深
か
っ
た
。
悟
り
を
求
め
た
人
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
有
情
の
痴
語
を
作
っ
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る

「
木
人
が
花
鳥
を
見
る
も
の
」
に
近
い
と
い
う
べ
き
か
。
黄
山
谷
が
、
小
詞
を
作
る
と
釈
法
秀
は
こ
れ
を
訶
っ
て
、「
た

だ
驢
胎
馬
腹
に
宿
る
だ
け
で
な
く
、
地
獄
に
落
ち
る
に
違
い
な
い
。
仏
道
修
行
中
の
綺
語
は
、
な
お
懺
悔
に
値
す
る
」

と
い
っ
た
。
私
は
こ
の
歌
を
書
く
の
に
、
米
芾
の
楷
法
に
、
撥
鐙
法
を
兼
ね
あ
わ
せ
、
意
が
艶
詞
に
合
う
よ
う
に
し
た

が
、
ど
う
し
た
ら
琵
琶
行
に
い
う
琵
琶
の
調
べ
の
よ
う
に
、
大
小
の
真
珠
が
硯
の
池
に
落
ち
る
か
の
よ
う
に
書
け
る
の

か
。

と
述
べ
、
禅
理
に
深
い
ひ
と
の
、
艶
語
の
表
現
に
米
芾
を
選
ん
で
い
る
。

こ
の
「
ほ
と
け
ご
こ
ろ
」「
仏
性
」
を
低
層
に
備
え
た
情
の
表
現
、
そ
し
て
こ
の
「
意
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
次
に
見

て
ゆ
き
た
い
。

禅
か
ら
陽
明
学
へ
の
意
の
展
開
―
現
実
的
な
意
の
異
相

『
画
禅
室
随
筆
』
巻
一
で
、

至
宋
蘇
、
黄
両
公
、
大
以
翰
墨
為
仏
事
。
宋
人
書
不
及
唐
、
其
深
心
般
若
、
故
当
勝
也
。

（
大
意
）

宋
の
蘇
軾
、
黄
庭
堅
の
両
公
は
、
大
い
に
翰
墨
を
仏
事
と
し
た
。
宋
人
の
書
は
唐
に
及
ば
な
い
が
、
悟
り
の
知
恵
に
深

く
心
を
寄
せ
た
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
勝
れ
て
い
る
。
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と
あ
る
。

こ
こ
ま
で
董
其
昌
の
書
の
基
底
に
は
、
仏
性
を
求
め
ん
と
し
た
禅
の
精
神
が
あ
る
こ
と
を
見
て
き
た
が
、
そ
れ
を
前
提

に
し
て
、「
意
」
の
解
放
を
唱
え
て
い
る
。

神
田
喜
一
郎
は
、
董
其
昌
の
陽
明
学
を
、
そ
の
ル
ー
ツ
の
一
つ
と
も
言
え
る
宋
の
蜀
学
に
求
め
た
が
、
神
田
も
指
摘
す

る
よ
う
に
、
董
其
昌
の
言
説
に
は
、
陽
明
学
を
直
截
に
表
す
言
説
が
少
な
い
と
言
え
る
。

例
え
ば
、『
容
台
集
』
に
心
学
と
い
う
言
葉
が
一
例
あ
る
が
⑸
、
そ
れ
は
試
験
答
案
で
、
心
学
と
は
言
っ
て
も
、
実
際
に

は
特
に
朱
子
学
・
陽
明
学
的
な
思
想
内
容
を
伴
う
も
の
で
は
な
く
、
修
養
は
大
切
だ
、
と
い
う
程
度
の
も
の
で
あ
る
。

強
い
て
言
え
ば
後
半
、
心
の
本
初
と
い
っ
て
未
発
を
重
ん
じ
て
い
る
の
は
、
朱
子
学
的
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
深
く

ど
ち
ら
か
の
学
派
に
加
担
す
る
意
識
は
、
こ
れ
で
は
読
み
取
れ
な
い
。

但
し
『
容
台
集
』
で
、
か
な
り
具
体
的
に
言
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
二
箇
所
あ
る
。

そ
れ
は
、

古
人
以
水
喩
性
。
荷
沢
得
法
於
曹
渓
、
拈
出
心
体
、
曰
水
是
名
以
湿
為
体
、
心
是
名
以
知
為
体
、
最
為
片
言
居
要
。
乃

永
嘉
曰
霊
知
、
王
陽
明
曰
良
知
、
晦
翁
亦
曰
虚
霊
、
不
昧
其
語
似
有
淆
訛
。
若
為
分
析
曰
永
嘉
之
所
謂
霊
者
即
不
生
不

滅
不
垢
不
浄
不
増
不
減
迎
之
不
見
其
首
随
之
不
見
其
尾
了
了
常
知
。
故
自
言
之
不
及
非
以
能
思
算
能
注
想
而
為
霊
陰
符

不
神
之
神
也
。
若
朱
子
之
虚
霊
不
昧
則
謂
其
仁
義
礼
智
之
所
自
出
如
見
孺
人
入
井
即
起
惻
隠
聞
嘑
蹴
声
、
即
起
羞
悪
動

於
善
者
機
也
。
陽
明
之
良
知
門
曰
無
善
無
悪
者
心
之
体
、
有
善
有
悪
者
情
之
動
、
知
善
知
悪
是
良
知
為
善
去
悪
是
致
良

知
。
夫
無
善
無
悪
者
心
之
体
近
於
禅
矣
。
而
知
善
知
悪
是
良
知
与
晦
翁
虚
霊
不
昧
何
嘗
相
悖
。
世
有
宗
良
知
而
詆
晦
翁

者
舛
矣
。
若
以
水
喩
陽
明
所
謂
良
者
清
濁
未
分
之
水
乎
、
晦
翁
所
謂
霊
者
清
濁
既
分
但
取
其
清
以
為
原
初
水
乎
。
雖
然

晦
翁
固
迥
異
於
禅
、
陽
明
之
禅
亦
非
張
無
尽
張
無
垢
之
禅
也
。
為
其
認
定
無
善
無
悪
以
為
心
体
、
即
与
不
垢
不
浄
相
似
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而
与
不
生
不
滅
猶
懸
。
不
見
楞
厳
経
耳
根
円
通
三
真
実
有
常
真
実
乎
。
仏
言
常
光
現
前
祖
言
無
記
昏
昧
昭
昭
契
本
真
空

的
的
。

（
大
意
）

古
人
は
水
に
よ
っ
て
性
を
喩
え
る
。
荷
沢
は
法
を
曹
渓
で
得
て
、
心
体
を
頌う
た

っ
て
、
水
と
い
う
の
は
名
前
に
す
ぎ
ず
、

そ
の
体
は
湿
で
あ
る
。（
そ
れ
と
同
様
に
）
心
と
い
う
の
も
た
ん
な
る
名
前
で
あ
っ
て
、
そ
の
体
は
知
で
あ
る
と
示
し
た

の
は
、
片
言
だ
が
本
質
を
い
い
当
て
て
い
る
。
つ
ま
り
永
嘉
は
霊
知
と
い
い
、
王
陽
明
は
良
知
と
い
い
、
晦
翁
も
ま
た

虚
霊
不
昧
と
い
う
。
そ
の
語
は
混
淆
し
て
い
る
よ
う
だ
。
も
し
分
析
し
て
い
え
ば
、
永
嘉
の
い
わ
ゆ
る
霊
と
は
つ
ま

り
、「
不
生
不
滅
不
垢
不
浄
不
増
不
減
」、
こ
れ
を
迎
え
て
そ
の
首
を
見
ず
、
こ
れ
に
随
い
て
そ
の
尾
を
見
ず
、
妄
想
や

分
別
が
立
ち
尽
く
さ
れ
た
明
快
な
る
状
況
で
あ
る
。
だ
か
ら
自
ら
こ
れ
を
言
う
に
は
、
よ
く
思
算
し
、
よ
く
注
想
し
、

霊
陰
符
、
不
神
の
神
で
な
い
の
に
及
ば
な
い
。
た
と
え
ば
朱
子
の
虚
霊
不
昧
な
ど
は
、
そ
の
仁
義
礼
智
の
自
ら
出
ず
る

と
こ
ろ
で
、
孺
人
の
井
に
入
る
の
を
見
て
、
そ
こ
で
惻
隠
を
起
こ
し
、
嘑こ

蹴し
ゅ
うの
声
を
聞
い
て
羞
悪
を
起
こ
し
、
善
に
動

く
機
の
こ
と
で
あ
る
。
陽
明
の
良
知
門
で
い
う
、
無
善
無
悪
は
心
の
体
で
、
有
善
有
悪
は
情
の
動
で
あ
り
、
知
善
知
悪

は
こ
れ
が
良
知
。
善
を
為
し
悪
を
去
る
は
良
知
を
致
す
と
。
そ
の
無
善
無
悪
は
心
の
体
と
い
う
の
は
、
禅
に
近
い
。
善

を
知
り
、
悪
を
知
る
の
は
、
こ
れ
を
良
知
と
す
る
の
は
、
晦
翁
の
虚
霊
不
昧
と
ど
う
し
て
互
い
に
悖
ろ
う
か
。
世
に
良

知
を
宗
び
、
晦
翁
を
ひ
と
し
く
そ
し
る
が
、
も
し
水
に
よ
っ
て
喩
え
る
な
ら
ば
、
陽
明
の
い
わ
ゆ
る
良
と
は
、
清
濁
未

分
の
水
で
あ
り
、
晦
翁
の
い
わ
ゆ
る
霊
と
は
、
清
濁
は
す
で
に
分
け
、
た
だ
そ
の
清
を
取
り
、
原
初
の
水
を
い
う
の
で

あ
ろ
う
。
晦
翁
は
固
か
ら
は
る
か
に
禅
と
異
な
る
が
、
陽
明
の
禅
も
ま
た
、
張
無
尽
、
張
無
垢
の
禅
で
は
な
い
。
た
め

に
認
め
て
、
無
善
無
悪
を
心
体
と
す
る
の
は
、
つ
ま
り
不
垢
不
浄
に
相
似
し
、
不
生
不
滅
と
な
お
懸
か
る
よ
う
で
あ

る
。
楞
厳
経
の
耳
根
円
通
は
、
三
真
実
で
常
に
真
実
を
見
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
仏
は
常
光
現
前
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
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れ
、
祖
は
ぼ
ん
や
り
と
し
て
蒙
昧
で
あ
っ
て
も
、
明
ら
か
な
こ
と
は
、
ま
る
で
か
ぶ
せ
て
あ
っ
た
も
の
を
取
り
外
し
た

か
の
よ
う
に
明
白
で
あ
り
、
本
真
空
に
確
か
に
契か

な

う
も
の
だ
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。

と
述
べ
、
朱
子
学
よ
り
も
陽
明
学
の
方
が
禅
に
近
い
と
し
、
更
に
禅
を
尊
ん
で
い
る
。

更
に
同
書
で
、

知
之
一
字
衆
妙
之
門
、
又
有
云
知
之
一
字
衆
禍
之
門
。
般
若
無
知
論
所
破
者
知
也
。
永
嘉
証
道
歌
有
云
一
念
者
霊
知
之

体
是
所
立
者
知
也
。
心
経
云
無
智
亦
無
得
近
於
遮
。
壇
経
云
転
識
成
智
近
於
表
。
陽
明
先
生
識
此
発
為
良
知
之
説
、
猶

是
宗
門
浅
浅
之
談
。
宗
之
者
与
闢
之
者
、
俱
未
曽
深
研
法
要
也

（
大
意
）

「
知
の
一
字
は
よ
ろ
ず
の
好
ま
し
い
も
の
の
出
処
（
禅
籍
に
多
見
す
る
荷
沢
神
会
の
語
）、
と
い
う
が
、
知
の
一
字
は
よ
ろ

ず
の
災
い
の
出
処
、
と
も
い
う
ぞ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。（
晋
の
僧
肇
に
よ
る
）『
般
若
無
知
論
』
が
破
却
し
た
の
は
知

だ
。（
唐
僧
玄
覚
に
よ
る
）『
永
嘉
証
道
歌
』
に
は
、「
一
念
と
は
霊
知
の
本
体
だ
」
と
述
べ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
立
て
ら

れ
て
い
る
の
は
知
な
の
で
あ
る
。『
般
若
心
経
』
に
「
知
恵
な
ど
存
在
し
な
い
し
、
そ
れ
を
得
る
な
ど
と
い
う
こ
と
も

な
い
」
と
あ
る
の
は
（
知
の
価
値
を
）
遮
っ
て
示
さ
な
い
こ
と
に
近
く
、『
壇
経
』
に
「（
悟
り
を
開
け
ば
）
識
（
感
覚
）
が

知
へ
と
転
じ
る
」
と
あ
る
の
は
（
反
対
に
知
の
価
値
を
）
表
彰
し
て
い
る
の
に
近
い
。
陽
明
先
生
は
こ
れ
ら
を
知
っ
た
上

で
良
知
の
説
を
立
て
た
わ
け
だ
が
、
要
す
る
に
宗
門
の
底
の
浅
い
議
論
の
よ
う
な
も
の
だ
。
良
知
の
説
を
信
奉
す
る
者

も
、
そ
れ
を
退
け
よ
う
と
す
る
者
も
、
ど
ち
ら
も
真
理
の
要
点
を
深
く
つ
き
つ
め
て
い
な
い
。

と
あ
り
、
直
截
な
陽
明
学
肯
定
論
者
で
は
な
く
、
禅
を
重
ね
て
、
そ
の
ル
ー
ツ
（
禅
）
に
そ
の
真
価
を
求
め
て
い
る
。

藤
原
有
仁
は
、「
董
其
昌
と
そ
の
周
辺
」
の
中
で
⑹
、

彼
は
「
吾
が
輩
に
あ
り
て
は
超
識
あ
る
の
み
」（『
随
筆
』
巻
四
・
雑
言
上
）
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
理
に
先
立
つ
本
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心
の
一
超
悟
入
を
目
指
し
た
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
立
場
は
仏
教
の
い
わ
ゆ
る
真
空
説
に
も
と
づ
く
と

思
わ
れ
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
格
物
窮
理
と
は
、
一
線
を
画
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
や
は
り
董
は
陽
明
学
を
禅
と
重
ね
、
理
を
度
外
視
し
つ
つ
も
連
続
的
に
捉
え
、
神
田
も
言
う
よ
う
に
そ
の
反

映
を
蜀
学
に
求
め
⑺
、
書
の
経
脈
で
言
え
ば
、
蘇
軾
な
ど
の
宋
の
三
大
家
、
ま
た
そ
の
淵
源
と
な
っ
た
楊
凝
式
、
そ
し
て
顔

真
卿
な
ど
の
意
象
派
に
そ
の
姿
を
認
識
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
⑻
。

例
え
ば
、『
容
台
集
』
に
、
有
名
な
文
句
が
あ
る
。

晋
人
書
取
韻
、
唐
人
書
取
法
、
宋
人
書
取
意
。
或
曰
意
不
勝
於
法

乎
、
不
然
。
宋
人
自
以
其
意
為
書
耳
。
非
能
有
古
人
之
意
也
。
然

趙
子
昂
則
矯
宋
之
弊
、
雖
己
意
亦
不
用
矣
。
此
必
宋
人
所
詞
葢
為

法
所
転
也
。

（
大
意
）

晋
人
の
書
は
、
韻
を
取
る
。
唐
人
の
書
は
、
法
を
取
る
。
宋
人
の

書
は
、
意
を
取
る
。
あ
る
人
は
、
意
は
法
よ
り
勝
っ
て
い
る
と
い

う
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
宋
人
は
自
ら
そ
の
意
に
よ
っ
て
書
を
作

る
だ
け
で
あ
る
。
古
人
の
意
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
趙
子

昂
は
、
宋
の
弊
害
を
矯
正
し
、
己
の
意
な
ど
用
い
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
宋
人
な
ら
ば
、
必
ず
と
が
め
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
趙
が
法
の

転
ず
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

董其昌臨宋四家書（國立故宮博物院蔵 )
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と
書
の
時
代
性
の
議
論
で
あ
る
。

 

た
だ
し
『
画
禅
室
随
筆
』
で
は
、
宋
人
の
淵
源
と
し
て
、

以
平
原
争
坐
位
帖
求
蘇
米
、
方
知
其
変
。
宋
人
無
不
写
争
坐
位
帖
也
。

（
大
意
）

顔
真
卿
の
争
坐
位
帖
に
よ
っ
て
蘇
軾
、
米
芾
を
求
め
て
、
は
じ
め
て
そ
の
変
化
の
さ
ま
が
分
か
る
。
宋
人
で
争
坐
位
帖

を
写
さ
な
い
も
の
な
ど
い
な
い
。

と
宋
人
の
淵
源
を
顔
真
卿
の
争
坐
位
帖
に
求
め
て
い
る
。

更
に
『
容
台
集
』
で
、

顔
清
臣
書
、
深
得
蔡
中
郎
石
経
遺
意
。
後
之
学
顔
者
、
以
觚
稜
斬
截
為
入
門
、
所
謂
不
参
活
句
者
也
。
余
此
書
、
窃
附

魯
男
子
学
柳
下
恵
之
意
。

（
大
意
）

顔
真
卿
の
書
は
、
深
く
蔡
邕
の
石
経
の
遺
意
を
得
て
い
る
。
後
世
の
顔
を
学
ぶ
も
の
は
、
か
ど
だ
っ
て
切
断
し
た
よ
う

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
顔
の
書
の
入
門
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
禅
家
で
い
う
活
句
に
参
じ
て
い
な
い
。
私
は
こ
の

書
を
ひ
そ
か
に
魯
の
男
子
が
柳
下
恵
を
学
ぶ
意
に
付
し
て
い
る
。

と
顔
真
卿
の
意
を
禅
機
と
の
関
係
で
捉
え
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
文
脈
で
、

余
以
意
倣
楊
少
師
書
。
山
陽
此
論
、
雖
不
尽
似
、
略
得
其
破
方
為
円
、
削
繁
為
簡
之
意
。
蓋
与
趙
集
賢
書
、
如
甘
草
甘

遂
之
相
反
、
亦
教
外
別
伝
也
。

（
大
意
）
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私
は
、
意
に
よ
っ
て
楊
少
師
の
書
に
倣
っ
て
山
陽
の
こ
の
論
を
書
し
た
。
こ

と
ご
と
く
楊
に
似
て
な
い
け
れ
ど
、
ほ
ぼ
、
そ
の
方
を
破
り
、
円
を
為
し
、

繁
を
削
り
簡
と
為
す
意
を
得
た
。
思
う
に
趙
孟
頫
の
書
に
比
べ
る
と
、
甘
草

と
甘
遂
の
相
反
す
る
が
ご
と
く
で
、
ま
た
教
外
の
別
伝
で
あ
る
。

と
楊
凝
式
が
、
こ
こ
で
も
模
範
と
さ
れ
て
い
る
。

董
其
昌
の
い
う
意
は
、
こ
こ
ろ
を
包
括
す
る
が
、
気
持
ち
と
仏
心
が
重
な
り
を

見
せ
る
。

例
え
ば
、

楽
山
看
経
曰
「
図
取
遮
眼
、
若
汝
曹
看
牛
皮
也
須
穿
」。
今
人
看
古
帖
、
皆
穿

牛
皮
之
喩
也
。
古
人
神
気
、
淋
漓
翰
墨
間
、
妙
処
在
随
意
所
如
、
自
成
体
勢
。

故
為
作
者
、
字
如
筭
子
、
便
不
是
書
、
謂
説
定
法
也
。

（
大
意
）

楽
山
（
惟
儼
禅
師
）
は
、
経
典
を
看
て
、「
目
を
遮
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
お
ま
え
た
ち
の
よ
う
な
も
の
は
、
牛
皮

で
も
透
し
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
」
と
言
っ
た
。
今
の
人
の
古
帖
の
見
方
は
、
ど
れ
も
「
牛
皮
す
ら
透
す
」
の
喩
え

さ
な
が
ら
で
あ
る
。
古
人
は
神
気
が
筆
墨
の
間
に
ほ
と
ば
し
っ
て
お
り
、
妙
処
は
意
の
ま
ま
に
書
き
な
が
ら
、
自
然

と
体
勢
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
と
さ
ら
に
意
識
的
に
書
こ
う
と
す
る
と
、
文
字
は
算
木
を
並
べ

た
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
で
は
書
で
は
な
い
。
こ
れ
は
定
法
ば
か
り
説
く
こ
と
を
批
評
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
心
眼
の
重
要
性
を
説
き
、
そ
の
意
に
禅
機
を
宿
し
て
い
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

気持ち
き  も  ち

仏心
ほとけごころ

【意（こころ）】
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次
に
そ
の
「
意
」
の
状
態
を
示
す
「
天
真
爛
漫
」
に
つ
い
て
、
検
討
し
た
い
。

「
天
真
爛
漫
」
自
体
は
、
米
芾
が
書
論
の
中
で
、
楊
凝
式
を
讃
え
る
こ
と
ば
で
も
あ
り
、
天
真
に
つ
い
て
は
、
仏
教
的
な

用
例
も
多
い
⑼
。

但
し
こ
こ
で
は
、
さ
ら
に
『
容
台
集
』
で
、

東
坡
云
、
詩
至
於
杜
、
書
至
於
顔
、
能
事
畢
矣
。
然
如
画
家

評
画
、
神
品
在
逸
品
之
下
、
以
其
費
尽
工
力
、
失
於
自
然
而

後
神
也
。
真
誥
云
仙
官
皆
有
職
事
、
不
如
仙
人
之
未
列
等
級

者
、
為
遊
行
自
在
、
書
画
皆
然
。
即
顔
書
最
伝
為
祭
姪
争
坐

位
槁
乞
米
帖
皆
無
矜
荘
天
真
爛
漫
。
故
楊
少
師
李
西
台
蘇
黄

蔡
君
謨
皆
宗
之
也
。
素
友
工
書
請
以
此
参
之
。

（
大
意
）

蘇
軾
は
い
う
、
詩
は
杜
甫
に
い
た
り
、
書
は
顔
真
卿
に
い
た

り
、
天
下
の
能
事
は
お
わ
っ
た
、
と
。
も
し
画
家
が
画
を
評

価
し
て
、
神
品
が
逸
品
の
下
に
あ
る
の
は
、
そ
の
工
力
を
費

や
し
て
、
自
然
を
失
っ
て
、
そ
の
後
の
神
だ
か
ら
だ
。
真
誥

に
い
う
、
仙
官
に
は
皆
職
事
が
あ
る
が
、
仙
人
の
い
ま
だ
等

級
を
列
ね
る
に
及
ば
ず
、
遊
行
自
在
の
書
画
が
、
皆
そ
う
で

あ
る
。
つ
ま
り
顔
真
卿
の
書
は
最
も
伝
わ
る
祭
姪
、
争
坐
位

帖
、
乞
米
帖
ら
は
皆
、
矜
荘
で
な
く
天
真
爛
漫
で
あ
る
。
だ

董其昌臨争坐位帖（國立故宮博物院蔵 )
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か
ら
楊
少
師
、
李
西
台
、
蘇
、
黄
、
蔡
君
謨
ら
皆
が
宗
と
す
る
。
素
友
の
工
書
は
、
こ
れ
に
参
じ
る
を
願
う
。

と
あ
り
、
顔
真
卿
を
天
真
爛
漫
と
し
、
楊
凝
式
、
李
西
台
、
蘇
軾
、
黄
山
谷
、
蔡
襄
を
系
統
付
け
て
い
る
。

 
ま
た
、『
画
禅
室
随
筆
』
に
も
、

争
坐
位
帖
、
宋
蘇
、
黄
、
米
、
蔡
四
家
、
書
皆
倣
之
。
唐
時
欧
、
虞
、
褚
、
薛
諸
家
、
雖
刻
画
二
王
、
不
無
拘
於
法

度
。
惟
魯
公
天
真
燗
漫
、
姿
態
横
出
、
深
得
右
軍
霊
和
之
致
、
故
為
宋
一
代
書
家
淵
源
。
余
以
陝
本
漫
漶
、
乃
摹
此
宋

拓
精
好
者
、
刻
之
戯
鴻
堂
中
。

（
大
意
）

争
坐
位
帖
は
、
宋
の
蘇
軾
、
黄
庭
堅
、
米
芾
、
蔡
襄
の
四
家
の
書
は
み
な
こ
れ
を
倣
っ
て
い
る
。
唐
時
代
の
欧
陽
詢
、

虞
世
南
、
褚
遂
良
、
薛
稷
の
諸
家
は
、
二
王
の
筆
画
の
跡
を
刻
工
し
て
い
る
が
、
法
度
に
拘
る
こ
と
な
し
と
し
な
い
。

た
だ
顔
真
卿
だ
け
は
天
真
燗
漫
で
、
姿
態
は
横
出
し
、
深
く
王
羲
之
の
霊
和
の
趣
致
を
得
て
い
る
。
そ
れ
故
に
宋
一
代

の
書
家
の
淵
源
と
な
っ
て
い
る
。
私
は
陝
西
本
は
漫
漶
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
宋
拓
の
精
好
な
も
の
を
摹
し
て
、『
戯

鴻
堂
帖
』
中
に
刻
し
た
の
で
あ
る
。

と
同
様
の
見
解
が
あ
り
、
董
其
昌
に
と
っ
て
か
な
り
重
要
な
命
題
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
同
書
で
、

作
書
最
要
泯
没
棱
痕
、
不
使
筆
筆
在
絹
素
成
板
刻
様
。
東
坡
詩
論
書
法
云
「
天
真
爛
漫
是
吾
師
。」
此
一
句
、
丹
髄
也
。

（
大
意
）

書
を
作
る
に
は
、
稜
角
の
痕
跡
な
く
し
て
、
一
点
一
画
が
紙
や
絹
の
上
に
あ
っ
て
、
版
に
刻
ん
だ
よ
う
な
調
子
に
さ
せ

な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
蘇
軾
の
詩
に
、
書
を
論
じ
て
「
天
真
爛
漫
こ
そ
私
の
師
で
あ
る
」
と
い
う
が
、
こ
の
一
句
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は
妙
薬
で
あ
る
。

と
あ
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
形
似
（
書
工
）
主
義
へ
の
ア
ン
チ
と
し
て
の
精
神
主
義
に
、
中
国
書
法
思
想
史
に
於
け
る
二
大
潮
流
、

「
工
」
と
「
文
」
の
拮
抗
構
造
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
こ
の
句
は
本
当
は
蘇
軾
で
な
く
、
董
其
昌
の
郷
里
の
先
輩
に
あ
た
る
張
東
海
（
弼
）
の
詩
句
に
「
天
真
爛
漫
は

是
れ
吾
が
師
」
と
い
い
、
こ
の
一
句
を
「
書
法
の
丹
髄
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
天
真
爛
漫
と
い
う
観
念
を
蘇

軾
に
仮
託
し
、
蜀
学
的
な
ブ
ラ
ン
ド
化
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
や
は
り
董
其
昌
が
書
法
の
理
想
と
し
た
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
を
神
田
は
王
陽
明
の
説
い
た
良
知
、
李
卓
吾
の
主
張
し
た
童
心
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
⑽
。

そ
し
て
董
其
昌
に
よ
れ
ば
、
古
来
こ
の
陽
明
学
の
流
れ
の
「
天
真
爛
漫
」
と
い
う
理
想
の
境
地
に
到
達
し
て
い
る
の
は
、

晋
の
王
羲
之
、
王
献
之
の
い
わ
ゆ
る
二
王
、
そ
れ
に
つ
い
で
は
唐
の
顔
真
卿
、
五
代
の
楊
凝
式
で
あ
っ
て
、
宋
の
蘇
東
坡
、

米
元
章
は
ほ
ぼ
こ
れ
に
近
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
言
う
⑾
。

ま
た
、
古
来
書
法
の
名
人
と
い
わ
れ
た
唐
の
欧
陽
詢
、
虞
世
南
、
褚
遂
良
、
薛
稷
、
そ
れ
に
元
の
趙
子
昻
な
ど
は
、
い

ず
れ
も
二
王
を
学
ん
だ
大
家
に
は
相
違
な
い
が
、
書
工
の
書
で
あ
り
、
天
真
爛
漫
と
い
う
理
想
の
境
地
と
は
隔
た
っ
た
も
の

で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

董
其
昌
が
特
に
自
分
に
対
立
す
る
も
の
と
し
た
の
が
趙
子
昻
だ
が
、
子
昻
は
二
王
の
形
似
を
学
ん
だ
復
古
主
義
者
で

あ
っ
た
が
、
董
其
昌
か
ら
い
え
ば
、
古
来
の
『
習
』
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
董
其
昌
は
顔
真
卿
の
先
に
二
王
の
精
神
を
得
よ
う
と
し
た
理
想
主
義
者
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
思
想
の

置
き
換
え
に
董
其
昌
の
書
論
の
特
色
が
あ
る
と
言
え
る
⑿
。

そ
し
て
神
田
は
そ
れ
を
培
っ
た
も
の
は
何
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
李
卓
吾
を
頂
点
と
す
る
泰
州
学
派
の
学
問
と
、
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そ
れ
に
密
接
な
親
近
関
係
を
も
っ
て
い
た
明
末
の
三
大
師
な
ど
の
説
い
た
仏
教
思
想
と
を
挙
げ
、
ま
た
公
安
派
文
学
と
の
関

係
に
も
注
意
を
払
っ
て
い
る
⒀
。

意
象
派
と
平
淡
天
真

私
は
、
北
宋
の
時
代
に
蘇
軾
、
黄
庭
堅
が
そ
の
ル
ー
ツ
と
し
、
米
芾
が
一
線
を
画
し
た
、
張
旭
、
懐
素
ら
狂
草
家
、「
意

象
派
」
に
つ
い
て
も
、
董
其
昌
が
ど
う
観
た
か
言
及
し
て
お
き
た
い
。

例
え
ば
『
画
禅
室
随
筆
』
で
、

懐
素
自
叙
帖
真
跡
、
嘉
興
項
氏
以
六
百
金
購
之
朱
錦
衣
家
。
…
…
余
謂
張
旭
之
有
懐
素
、
猶
董
源
之
有
巨
然
。
衣
鉢
相

承
、
無
復
余
恨
、
皆
以
平
淡
天
真
為
旨
。
人
目
之
為
狂
、
乃
不
狂
也
。
久
不
作
草
、
今
日
臨
文
氏
石
本
、
因
識
之
。

（
大
意
）

懐
素
の
自
叙
帖
真
跡
、
嘉
興
項
氏
が
以
六
百
金
で
こ
れ
を
朱
錦
衣
家
よ
り
買
っ
た
。
…
…
私
が
思
う
に
張
旭
に
懐
素
が

あ
る
の
は
、
董
源
に
巨
然
が
あ
る
よ
う
な
も
の
だ
。
衣
鉢
を
受
け
、
私
に
ま
た
恨
み
は
な
い
。
み
な
平
淡
天
真
を
旨
と

す
る
。
人
目
が
狂
と
す
る
が
、
本
当
は
狂
で
な
い
。
久
し
く
草
書
を
作
ら
な
か
っ
た
が
、
今
日
、
文
氏
石
本
に
の
ぞ

み
、
よ
っ
て
こ
れ
を
識
る
。

と
懐
素
を
張
旭
を
継
ぐ
も
の
、
そ
れ
は
董
源
に
巨
然
が
あ
る
よ
う
な
も
の
だ
と
し
、
こ
れ
ら
に
「
平
淡
天
真
」
を
見
出
し
、

更
に
同
書
で
、

翰
墨
之
事
、
良
工
苦
心
、
未
嘗
敢
以
耗
気
応
也
。
其
尤
精
者
、
或
以
酔
、
或
以
夢
、
或
以
病
。
游
戯
神
通
、
無
所
不

可
。
何
必
神
怡
気
王
、
造
物
乃
完
哉
。

（
大
意
）
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翰
墨
の
事
は
、
良
工
が
苦
心
し
、
い
ま
だ
か
つ
て
無
気
力
で
不
鮮
明
な
心
で
応
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
精

し
い
も
の
は
、
あ
る
い
は
、
酔
い
、
あ
る
い
は
夢
見
、
あ
る
い
は
病
む
。
游
戯

0

0

神
通
し
て
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。
ど

う
し
て
必
ず
し
も
精
神
が
の
び
や
か
で
気
の
さ
か
ん
た
る
状
態
だ
け
で
、
造
物
が
全
き
で
あ
ろ
う
か
。

と
し
、
下
文
で
張
旭
を
称
え
、「
游
戯
」
と
し
、
ま
た
そ
の
「
游
戯
」
に
つ
い
て
は
、
同
書
で
、

甚
矣
、
舎
法
之
難
也
。
両
塁
相
薄
、
両
雄
相
持
、
而
俠
徒
剣
客
、
独
以
魚
腸
匕
首
、
成
功
於
枕
席
之
上
則
孫
呉
不
足
道

矣
。
此
捨
法
喩
也
。
又
喩
之
於
禅
、
達
磨
西
来
、
一
門
超
出
、
而
億
劫
持
三
千
相
。
弾
指
了
之
、
舌
頭
坐
断
、
文
家
三

昧
、
寧
越
此
哉
。
然
不
能
尽
法
、
而
遽
事
舎
法
則
為
不
及
法
。
何
士
抑
能
尽
法
者
也
、
故
其
游
戯
跳
躍
、
無
不
是
法
。

意
象

0

0

有
神
、
規
模
絶
跡
。
今
而
後
以
此
争
長
海
内
、
海
內
益
尊
士
抑
矣
。

（
大
意
）

甚
だ
し
い
、
法
を
捨
て
る
こ
と
の
難
し
さ
。
両
塁
相
せ
ま
り
、
両
雄
相
持
し
、
俠
徒
剣
客
が
ひ
と
り
魚
腸
の
匕
首
を

持
っ
て
枕
席
の
上
に
功
を
な
せ
ば
、
孫
呉
は
い
う
に
た
ら
な
い
。
こ
れ
が
法
を
捨
て
る
喩
え
で
あ
る
。
ま
た
禅
に
喩
え

る
と
、
達
磨
が
西
来
し
、
一
門
超
出
し
て
、
長
い
時
間
で
一
切
の
諸
法
を
収
め
る
。
短
時
間
で
こ
れ
を
許
諾
し
、
舌
頭

坐
断
、
文
家
三
昧
で
、
ど
う
し
て
こ
れ
を
越
え
よ
う
か
。
し
か
し
法
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
で
、
に
わ
か
に
法
を

捨
て
る
こ
と
を
こ
と
と
す
れ
ば
、
た
め
に
法
に
至
ら
な
い
。
何
士
抑
は
よ
く
法
を
尽
く
し
、
よ
っ
て
そ
の
游
戯
跳
躍
、

法
で
な
い
も
の
は
な
い
。
意
象
に
神
あ
り
、
規
模
絶
跡
で
あ
る
。
今
よ
り
後
、
長
を
海
內
に
あ
ら
そ
え
ば
、
海
内
は
ま

す
ま
す
士
抑
を
た
っ
と
ぶ
だ
ろ
う
。

と
述
べ
思
想
化
し
て
い
る
。

こ
の
「
游
戯
」
は
、
法
を
尽
く
し
た
の
ち
に
法
を
す
て
る
こ
と
で
、『
華
厳
経
』
な
ど
に
も
出
て
く
る
禅
語
で
あ
る
⒁
。

こ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
、
董
其
昌
は
、
書
論
史
の
張
旭
、
懐
素
な
ど
の
意
象
派
に
「
平
淡
天
真
」、
ま
た
禅
の
「
游
戯
」
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を
投
影
し
て
、
陽
明
学
を
禅
的
に
融
合
し
、
系
統
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

今
後
さ
ら
に
深
く
掘
り
下
げ
て
研
究
す
る
必
要
を
説
き
た
い
が
、
こ
こ
で
は
一
先
ず
神
田
が
、
董
其
昌
が
ア
ン
チ
と
み

た
程
朱
子
学
に
つ
い
て
も
、
次
に
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。

程
朱
子
学
と
董
其
昌

神
田
喜
一
郎
は
、『
書
道
全
集
』
の
中
で
⒂
、

わ
た
く
し
は
、
最
初
に
董
其
昌
が
、
明
王
朝
の
官
学
で
あ
る
程
朱
の
学
問
の
す
で
に
生
命
を
失
い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
紫
柏
老
人
の
説
に
賛
し
て
い
る
事
実
に
注
意
し
た
。
芸
術
の
場
合
に
お
い
て
、
董
其
昌
は
そ
の
程
朱
の
学
問
に

あ
た
る
も
の
も
の
と
し
て
、
趙
子
昂
の
書
と
書
院
の
画
と
を
考
え
て
い
た
と
見
て
、
お
そ
ら
く
間
違
い
な
か
ろ
う
と
思

う
。
…
…
そ
う
し
て
董
其
昌
は
み
ず
か
ら
は
、
そ
う
し
た
も
の
の
外
に
立
っ
て
、
清
新
で
自
由
な
独
自
の
芸
術
を
創
造

し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

と
述
べ
る
。
私
は
こ
の
説
に
概
ね
賛
同
す
る
が
、
更
に
注
意
す
る
の
は
、
禅
と
朱
子
学
の
相
似
性
で
あ
る
⒃
。

こ
こ
ろ
を
澄
ま
し
、
煩
悩
（
濁
）
を
斥
け
、
性
や
仏
性
に
還
る
。
静
坐
や
坐
禅
の
方
法
論
の
違
い
、
漸
悟
と
頓
悟
の
違
い

は
あ
る
が
、
こ
の
構
造
自
体
は
、
よ
く
似
て
い
る
と
言
え
る
。

実
際
に
、
董
其
昌
は
、

気
之
守
也
、
静
而
忽
動
、
可
以
採
薬
。
故
道
言
曰
「
一
霎
火
焰
飛
、
真
人
自
出
現
」。
識
之
行
也
、
続
而
忽
断
、
可
以

見
性
。
故
竺
典
曰
「
狂
心
未
歇
、
歇
即
菩
提
」
⒄
。

（
大
意
）

気
の
守
り
は
、
静
か
に
し
て
忽
然
と
動
く
。
薬
を
採
る
べ
し
。
だ
か
ら
、
道
言
に
い
う
「
一
瞬
の
炎
が
飛
べ
ば
、
真
人
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は
自
ず
か
ら
出
現
す
る
」
と
。
し
る
も
の
の
行
い
は
、
続
け
て
忽
然
と
や
め
る
。
性
を
見
る
べ
し
。
だ
か
ら
竺
典
に
い

う
「
貪
欲
な
心
が
い
ま
だ
止
ま
な
い
。
止
め
ば
、
そ
れ
す
な
わ
ち
悟
り
で
あ
る
」
と
。

と
言
い
、
そ
の
性
に
触
れ
る
。
さ
ら
に
書
に
つ
い
て
は
、

内
景
経
、
全
在
筆
墨
畦
逕
之
外
。
其
為
六
朝
人
得
意
書
無
疑
。
今
人
作
書
、
只
信
筆
為
波
画
耳
。
結
構
縦
有
古
法
、
未
嘗

真
用
筆
也
。
善
用
筆
者
清
勁
、
不
善
用
筆
者
濃
濁
、
不
独
連
篇
各
体
有
分
別
。
一
字
中
亦
具
此
両
種
、
不
可
不
如
也
⒅
。

（
大
意
）

黄
庭
内
景
経
は
、
ま
っ
た
く
筆
墨
の
常
法
の
外
に
あ
る
。
こ
れ
が
六
朝
人
の
得
意
の
書
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
今

の
人
は
書
を
書
く
の
に
、
た
だ
筆
に
ま
か
せ
て
波
画
を
つ
く
る
だ
け
で
あ
る
。
結
構
に
た
と
え
古
法
が
あ
っ
て
も
、
い

ま
だ
か
つ
て
本
当
に
筆
を
用
い
て
い
な
い
。
善
く
筆
を
用
い
る
も
の
は
清
勁
。
善
く
筆
を
用
い
ざ
る
も
の
は
濃
濁
。
た

ん
に
全
篇
に
わ
た
る
各
体
に
違
い
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
一
字
の
中
に
ま
た
こ
の
二
種
が
備
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
言
い
、
董
其
昌
は
、
書
画
の
境
地
と
し
て
、
度
々
「
清
」
を
言
及
す
る
。

つ
ま
り
、
書
に
於
け
る
「
性
」「
仏
性
」
の
認
識
や
表
出
の
た
め
に
は
、
禅
の
境
地
だ
け
で
な
く
、
清
、
つ
ま
り
透
明
性

を
担
保
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
そ
の
様
子
が
、
後
に
康
有
為
に
よ
っ
て
、『
広
芸
舟
双
楫
』
の
な
か
で
、

呉
興
、
香
光
、
併
傷
怯
弱
、
如
璇
閨
静
女
、
撚
花
鬥
草
、
妍
妙
可
観
、
若
挙
石
臼
、
面
不
失
容
、
則
非
其
任
矣
。

（
大
意
）

趙
孟
頫
や
董
其
昌
は
、
と
も
に
筆
力
が
弱
く
、
ち
ょ
う
ど
奥
深
い
部
屋
で
大
切
に
養
わ
れ
た
女
性
が
、
草
木
を
い
じ
っ

て
遊
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
美
し
さ
は
見
る
べ
き
で
あ
る
。
も
し
、
彼
女
た
ち
が
、
石
臼
を
持
ち
上
げ
て
顔
色
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を
変
え
な
い
な
ら
い
い
の
だ
が
、
そ
こ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。

と
皮
肉
交
じ
り
で
揶
揄
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
朱
子
学
と
禅
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
研
究
は
多
い
。
例
え
ば
土
田
健
次
郎
氏
は
、『
朱
熹
の
思
想
体
系
』
の

中
で
⒆
、
朱
子
学
と
禅
と
相
違
を
、
公
案
観
や
観
心
批
判
に
よ
っ
て
強
調
し
つ
つ
も
、

朱
子
学
に
し
ろ
禅
宗
に
し
ろ
、
万
人
に
聖
性
の
存
在
を
見
る
。
聖
人
の
よ
う
な
自
然
な
本
心
の
発
露
を
い
か
に
し
て
実

現
で
き
る
の
か
、
そ
の
手
だ
て
の
有
効
性
の
提
示
に
お
い
て
、
朱
子
学
は
禅
宗
を
批
判
し
、
そ
の
目
覚
ま
し
い
例
が
観

心
に
関
す
る
論
説
で
あ
っ
た
。
…
…
禅
宗
の
誇
示
す
る
直
接
的
な
本
心
の
発
露
は
、
客
観
性
に
固
執
す
る
朱
子
学
に
と

も
す
れ
ば
迂
遠
な
手
続
き
論
に
終
始
す
る
学
問
と
い
う
像
を
あ
た
え
か
ね
な
か
っ
た
。

と
述
べ
、
更
に
下
文
で
、

朱
子
学
が
影
響
あ
る
い
は
刺
激
を
最
も
受
け
た
の
は
禅
宗
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
万
人
の
完
全
な
人
格
へ
の
到
達
可
能
性
を
前
提
に
、
心
の
問
題
に
関

心
を
絞
り
込
み
、
そ
の
心
の
本
質
を
内
心
と
外
界
の
反
応
関
係
に
見
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
内
心
と
外
界
の

自
然
な
反
応
関
係
は
、
自
他
の
区
別
の
感
覚
を
消
滅
さ
せ
、
か
く
て
万
物
一
体
の
境
地
が
生
ま
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
自

体
は
道
学
と
禅
宗
に
共
通
す
る
。
問
題
は
内
心
が
外
界
に
反
応
す
る
そ
の
動
き
が
、
道
学
の
よ
う
に
人
倫
に
則
っ
た
も

の
で
あ
る
の
か
、
禅
宗
の
よ
う
に
人
倫
か
ら
自
由
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
で
あ
っ
て
、
そ
の
分
岐
は
道
学
者
た
ち
は

両
者
の
差
と
観
念
し
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
道
学
で
は
「
静
坐
」
や
「
居
敬
」
を
行
う
が
、
こ
こ
に
坐
禅
の
影
響
あ
る
い
は
刺
激
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
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と
論
じ
て
い
る
。

董
其
昌
の
場
合
も
そ
の
基
底
に
は
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
「
頓
悟
」
と
「
漸
悟
」
の
手
立
て
の
違
い
の
構
造
が
存
し
て

い
た
可
能
性
が
、
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
董
其
昌
は
、
禅
だ
け
で
な
く
、
人
倫
と
は
距
離
を
置
く
も
の
の
、
朱
子
学
の
影

響
も
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。

小
結董

其
昌
は
、
晩
年
に
な
っ
て
も
少
女
を
妾
に
す
る
な
ど
女
色
に
淫
溺
し
、
高
利
貸
な
ど
を
し
て
蓄
財
し
書
画
の
蒐
集
に

貪
欲
だ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
悪
徳
が
原
因
で
民
衆
の
襲
撃
を
二
度
も
受
け
て
い
る
⒇
。

こ
の
よ
う
な
背
徳
は
、
禅
や
陽
明
学
の
負
の
側
面
、
例
え
ば
尽
く
す
執
着
と
淡
泊
な
手
抜
き
な
ど
の
外
延
だ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
陽
明
学
や
禅
の
あ
り
の
ま
ま
の
こ
こ
ろ
を
受
け
入
れ
、
そ
れ
を
純
化
す
る
か
、
淡
化
す
る
か
、
そ
う
い
う
方
向

で
、
君
子
と
な
っ
て
小
人
を
支
配
す
る
封
建
主
義
者
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

董
其
昌
は
、
条
件
付
き
の
感
情
表
現
、
そ
の
条
件
の
順
序
と
は
、
内
面
を
遡
及
す
る
透
明
化
（
淡
）
に
よ
る
仏
性
の
致

知
、
そ
し
て
外
拓
と
し
て
の
感
情
表
現
の
多
様
性
を
突
き
抜
け
て
、
執
着
の
強
さ
を
経
由
し
、
囚
わ
れ
の
無
い
「
真
我
」
に

ま
で
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

総
じ
て
言
え
ば
、
董
其
昌
と
っ
て
の
「
意
」
と
は
、
単
に
個
性
的
感
情
を
言
う
だ
け
で
な
く
、
禅
の
影
響
を
受
け
た
内

涵
を
経
た
観
念
で
あ
り
、「
天
真
爛
漫
」
は
、
蜀
学
に
反
映
さ
せ
た
陽
明
学
の
感
情
の
解
放
を
意
味
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら

れ
る
。

さ
ら
に
董
其
昌
は
、
朱
子
学
と
も
重
な
り
を
見
せ
る
禅
的
な
内
省
と
、
あ
り
の
ま
ま
の
陽
明
学
的
な
感
情
、
執
着
の
外

拓
の
矛
盾
の
中
で
、
二
律
背
反
す
る
力
学
を
平
淡
天
真
、
天
真
爛
漫
の
精
神
で
止
揚
し
、
そ
の
膠
着
性
を
抑
え
ん
と
し
た
姿
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が
書
に
反
映
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ろ
の
撈
摸
・
窮
理
（
人
倫
を
含
む
）
を
拒
み
㉑
、
あ
り
の
ま
ま
の
こ
こ
ろ
を
淡
泊
な
境
地
に
よ
っ
て
書
画
（
言
語
化
で
は

な
く
感
性
）
で
受
け
止
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
求
め
る
と
こ
ろ
は
、
系
統
化
さ
れ
た
多
く
の
古
典
を
突
き
抜
け
た
、
そ
の
精
神
の
有
り
様
、
そ
の
「
境

地
」
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

【
注
釈
】

⑴
古
原
宏
伸
編
『
董
其
昌
の
書
画
』
研
究
篇
（
二
玄
社　

一
九
八
一
年
）
等
。

⑵
『
中
田
勇
次
郎
著
作
集
』
第
四
巻
（
二
玄
社　

一
九
八
五
年
）
等
。

⑶
神
田
喜
一
郎
『
画
禅
室
随
筆
講
義
』（
同
朋
舎
出
版　

一
九
八
〇
年
）

⑷
荒
木
見
悟
『
中
国
撰
述
経
典
二　

楞
厳
経
』（
仏
教
経
典
選　

十
四　

筑
摩
書
房　

一
九
八
六
年
）

⑸
繇
敬
一
亭
之
西
、又
折
而
南
有
亭
、一
楹
為
翰
林
、署
中
遊
息
之
所
、而
顔
其
額
曰
、原
心
者
志
警
也
。
夫
心
之
為
説
古
之
人
未
嘗
精
言
之
也
。

非
不
識
心
也
。
夫
人
而
識
心
也
。
洪
範
以
治
水
、
丹
書
以
治
兵
、
果
且
有
政
与
学
之
分
乎
哉
。
世
既
遠
士
鮮
、
聞
道
其
視
政
与
学
不
勝
。

精
粗
動
静
之
相
妨
、
而
心
学
輙
不
講
間
有
聚
族
、
而
談
心
者
直
以
為
名
理
為
言
銓
耳
。
非
能
既
其
実
而
信
其
可
施
於
用
也
。
世
之
升
降

固
繇
、
此
国
家
建
官
設
属
六
曹
九
寺
各
有
事
守
。
惟
翰
林
則
無
守
焉
。
是
天
子
所
使
澄
精
神
毓
道
徳
以
需
宅
俊
之
。
用
者
非
有
功
令
之

縄
束
。
吏
道
之
紛
委
此
政
与
学
尤
未
嘗
分
者
也
。
彼
有
事
守
者
曰
以
政
学
難
矣
。
茲
政
与
学
未
分
也
。
又
奚
辞
乎
。
且
其
大
者
坐
論
次

亦
代
言
、
非
有
本
原
烏
勝
其
任
乎
。
故
莫
急
於
養
心
。
養
心
者
非
坐
馳
内
照
遺
棄
事
、
物
無
当
於
天
地
民
物
之
務
也
。
務
心
之
本
初
也
。

心
欲
虚
欲
平
欲
公
欲
正
欲
明
欲
静
虚
所
以
為
応
也
平
所
以
為
衡
也
。
公
所
以
為
授
也
。
正
所
以
為
守
也
。
明
所
以
為
照
也
。
静
所
以
為

簡
也
。
凡
皆
心
之
本
初
也
。
其
焦
火
凝
氷
与
接
為
構
不
虚
不
平
不
公
不
明
不
正
直
且
静
者
情
識
也
。
情
識
者
心
之
所
生
而
心
豈
情
識
哉
。
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通
於
情
識
未
生
之
先
者
可
与
語
心
可
与
語
学
其
緒
。
余
以
為
勲
業
其
土
苴
以
為
文
章
其
所
建
樹
当
自
有
度
越
者
矣
。
古
之
人
戸
牖
箴
銘

委
土
師
保
是
以
成
徳
也
。
易
況
茲
亭
在
敬
一
亭
之
側
粛
皇
帝
所
洒
宸
翰
勒
之
貞
氏
諸
詞
臣
出
入
荘
誦
服
以
無
斁
。
夫
能
敬
能
一
於
心
学

也
何
有
。

⑹
注
⑴
参
照
。

⑺
神
田
喜
一
郎
は
、董
其
昌
の
陽
明
学
は
、そ
の
ル
ー
ツ
の
一
つ
と
も
言
え
る
宋
の
蜀
学
に
求
め
て
い
る
。
神
田
喜
一
郎
『
続
東
洋
学
説
林
』

「
董
其
昌
の
思
想
に
つ
い
て
」（『
神
田
喜
一
郎
全
集
』
第
二
巻
、
同
朋
舎
出
版　

一
九
八
三
年
）

⑻
意
象
派
の
系
譜
は
、
拙
著
『
書
論
の
文
化
史
』（
雄
山
閣　

二
〇
一
〇
年
）
で
整
理
さ
れ
て
い
る
。

⑼
「
天
真
」
に
つ
い
て
は
確
か
に
「
天
真
自
性
」「
天
真
独
朗
」「
本
源
自
性
天
真
仏
」
な
ど
と
し
て
「
仏
典
」
で
も
頻
用
さ
れ
る
が
、
禅
特

有
の
熟
語
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
（「
天
真
独
朗
」
は
『
摩
訶
止
観
』
が
出
典
）、「
人
為
を
加
え
な
い
本
来
の
ま
ま
」
と
い
う
通
仏
教
的
な
意

味
を
あ
ま
り
出
ず
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
儒
教
・
道
教
で
も
よ
く
使
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑽
神
田
喜
一
郎
「
董
其
昌
の
書
論
の
基
礎
と
な
つ
た
も
の
」（『
書
道
全
集
』
巻
二
一　

中
國
一
三
・
明
Ⅱ
、
清
Ⅰ　

平
凡
社　

一
九
六
一
年
）

⑾
注
⑽
参
照
。

⑿
宇
佐
美
文
理
「
模
倣
の
價
値
」（『
中
国
思
想
史
研
究
』
第
三
一
号　

二
〇
一
一
年
三
月
）

⒀
注
⑽
参
照
。

⒁
陳
中
浙
『
董
其
昌
書
画
中
的
禅
意　

一
超
直
入
如
来
地
』（
中
華
書
局　

二
〇
〇
八
年
）

⒂
注
⑽
参
照
。

⒃
久
須
本
文
雄
「
朱
子
学
禅
考
」（『
禅
学
研
究
』
通
号
五
四　

一
九
六
四
年
七
月
）
に
於
い
て
、
朱
子
の
禅
学
に
つ
い
て
、
詳
し
く
整
理
さ
れ
て

い
る
。

⒄
董
其
昌
『
画
禅
室
随
筆
』
巻
四
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⒅
董
其
昌
『
画
禅
室
随
筆
』
巻
一

⒆
土
田
健
次
郎
『
朱
熹
の
思
想
体
系
』（
汲
古
書
院　

二
〇
一
九
年
）

⒇
福
本
雅
一
「
芸
林
百
世
の
師
」（
注
⑴
参
照
）

㉑
拙
稿
「
未
発
の
気
象
論
と
禅
：
董
其
昌
に
於
け
る
道
学
と
仏
教
の
融
合
と
芸
術
へ
の
反
映
に
就
い
て
の
一
考
察
」（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』

第
三
六
号　

二
〇
二
三 

年
五
月
）
の
「『
没
撈
摸
処
、
切
忌
撈
摸
』
考
」
を
参
照
。


